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平
成

年
度
決

平
成

年
度
決
算算

２１２１

―
知
っ
て
お
き
た
い
市
の
台
所
事
情

―
知
っ
て
お
き
た
い
市
の
台
所
事
情
――

市の２１年度の決算が市議会第３回定例会（９月

３日から１７日まで）で認定されました。皆さんに

納めていただいたお金の使い道は―。今回は一人

でも多くの皆さんに知ってもらうために、八幡平

市の財政状況をお伝えします。

（金額は１万円未満を四捨五入したもの）
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歳入

年
度
の
一
般
会
計
の
収
入
は
１
９
１
億
２
９
１
万
円
。

前
年
度
よ
り
６
億

万
円
増
え
、
合
併
後
、
最
も
大
き

５０

い
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
方
交
付
税
の
２
億

２
４
４
８
万
円
増
、
国
庫
支
出
金
の
１
億
７
４
４
４
万
円
増
、
繰

越
金
の
６
億
５
９
７
１
万
円
増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
繰
越
金

が
増
え
た
こ
と
で
、
財
政
の
自
主
性
・
安
定
性
を
示
す
「
自
主
財

源
比
率
」
は
、
前
年
度
よ
り
も
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
向
上
し

・
８

２９

％
に
な
り
ま
し
た
が
、
財
源
の
約
７
割
は
国
な
ど
に
依
存
し
て
い

ま
す
。

収
入
の
中
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
、

・
４
％
を
占
め
た
地
方

４２

交
付
税（

億
９
０
７
８
万
円
）。
次
に
多
か
っ
た
の
は
市
税
（

８０

３０

億
３
４
０
０
万
円
、

・
９
％
）
で
す
が
、
前
年
度
よ
り
８
９
６

１５

４
万
円
減
っ
て
い
ま
す
。
続
い
て
国
庫
支
出
金
（

億
６
７
１
５

１９

万
円
、

・
３
％
）
。
な
お
、
市
債
（

億
９
６
８
８
万
円
、

１０

１６

８
・
９
％
）
は
、
前
年
度
よ
り
５
３
９
２
万
円
減
り
ま
し
た
。

191億
291万円

昨
年
度
を
６
億
円
上
回
り

予
算
規
模
は
合
併
後
最
大

（一般会計）

２１

△

自主財源 市が自主的に収入できる財源△

市税 皆さんから納めていただいた市民
税や固定資産税など△

繰越金 前年度から持ち越したお金△

繰入金 基金などから取り崩したお金△

諸収入 預金利子や貸付金元利収入△

依存財源 国から定められた額が交付さ
れたり割り当てられたりする財源△

地方交付税 市が標準的な仕事をすると
きに不足する財源を市の財政状況に応じて
国から交付されたお金△

国庫支出金・県支出金 特定の目的のた
めに国や県から交付されたお金△

市債 事業などを行うために国や金融機
関などから借り入れたお金（＝市の借金）

■財政用語解説 part１
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さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
お
金
を
市
は
ど
ん
な
こ
と

に
使
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
―
。

年
度
の
市
の
一
般
会
計
の
支
出
は

２１
１
８
４
億
５
８
４
１
万
円
。
前
年
度
よ

り

億
７
６
３
８
万
円
増
え
、
収
入
同

１１
様
、
合
併
後
、
最
も
高
い
額
と
な
り
ま

し
た
。
市
民
一
人
当
た
り
約

万
円
が

６２

使
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

上
の
円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
目
的
別

に
見
る
と
最
も
支
出
が
多
か
っ
た
の
は
、

・
９
％
を
占
め
た
総
務
費
（

億
６

２３

４４

５
６
万
円
）
。
前
年
度
よ
り
約

億
円

１３

増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
財
政
調

整
積
立
基
金（
８
億
６
４
４
９
万
円
）や

合
併
市
町
村
振
興
基
金
（
３
億
５
４
万

円
）
、
農
と
輝
の
大
地
基
金
（
３
億

み
の
り

ひ
か
り

４
５
２
万
円
）
な
ど
の
基
金（
＝
市
の

貯
金
）の
積
み
立
て
に
よ
る
も
の
で
す
。

取
り
崩
し
分
を
差
し
引
い
た

年
度
末

２１

の
一
般
会
計
の
基
金
残
高
は
前
年
度
よ

り

億
６
２
７
７
万
円
増
え
て

億
２

１４

５８

２
４
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
次
い
で
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
、
生
活
保
護
、
子

育
て
支
援
な
ど
に
使
わ
れ
た
民
生
費

（

億
１
６
万
円
、

・
０
％
）
。

３７

２０

借
金
の
返
済
に
充
て
る
公
債
費
（

億
２８

２
７
０
４
万
円
、

・
３
％
）
は
３
番

１５

目
に
多
い
で
す
が
、
前
年
度
よ
り
２
億

９
７
８
２
万
円
減
り
ま
し
た
。

左
㌻
の
円
グ
ラ
フ
は
支
出
を
性
質
別

に
見
た
も
の
で
す
。
こ
れ
で
見
る
と
人

歳出歳出総額 １８４億5,841万円

健
全
経
営
を
進
め
る
中

一
人

万
円
使
わ
れ
る

６２

皆
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越
し
た
事
業
の
財
源
２
億
２
１
１
０
万

円
を
除
く
と
、
実
質
黒
字
額
は
４
億
２

３
３
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
市
の
財
政
の
弾
力
性
（
ゆ
と

り
）
を
示
し
、
こ
の
数
値
が
高
く
な
る

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
で
き
な
く
な
り
、
財
政
が
硬
直

し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
「
経
常
収
支
比

率
」
は
前
年
度
よ
り
も
２
・
９
ポ
イ
ン

ト
減
り

・
８
％
。
市
の
財
政
力
の
強

８７

さ
を
示
し
、
こ
の
数
値
が
大
き
い
ほ
ど

財
政
的
に
余
裕
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
２１

年
度
の「
財
政
力
指
数
」（

～

年
度

１９

２１

の
３
カ
年
平
均
）
は
０
・

ポ
イ
ン
ト

３２

と
な
り
ま
し
た
。

件
費
が
最
も
多
く
な
り
ま
し
た
（

億
３０

８
６
０
７
万
円
、

・
７
％
）
。
次

１６

に
多
い
公
債
費
（

億
２
７
０
０
万
円
、

２８

・
３
％
）
と
扶
助
費
を
合
わ
せ
た

１５「
義
務
的
経
費
」は

億
７
４
７
１
万
円

７４

で
、
全
体
の

・
５
％
を
占
め
ま
し
た
。

４０

ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
整
備
に
使
わ
れ

た
「
投
資
的
経
費
」
は

億
６
９
５
７

２１

万
円（

・
８
％
）で
前
年
度
よ
り
８
％

１１

減
っ
て
い
ま
す
。
災
害
復
旧
事
業
費
が

約
５
億
円
減
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。

収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た
額
は

６
億
４
４
４
９
万
円
。
本
年
度
に
繰
り

△

義務的経費 支出が義務付けられ、削減することが
難しい経費△

人件費 職員の給料や退職金、市議会議員の報酬、
委員会委員の報酬など△

扶助費 社会保障制度（生活保護法、児童福祉法な
ど）の一環として行われるサービスのためのお金△

公債費 借り入れた市債の返済のためのお金△

消費的経費 将来に形を残さない性質の経費△

物件費 光熱水費や消耗品費、使用料などのお金△

維持補修費 道路や学校などの補修にかかったお金△

補助金等 市内の団体などへの補助金や交付金△

積立金 基金などに積み立てるお金△

投資および出資・貸付金 財産を有利に運用するため
の国債の取得や公益上必要な会社の株式の取得、地域
住民の福祉増進などのために現金の貸付を行うのにか
かったお金△

繰出金 他の特別会計などに移したお金△

投資的経費 道路や学校など将来に残るものの整備に
支出された経費△

普通建設事業費 道路や学校などの建設・改修にか
かったお金△

災害復旧事業費 大雨、暴風、地震などの災害によ
り被災した施設などを復旧するためにかかったお金

■財政用語解説 part２

特集 平成２１年度決算
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一般会計歳入決算額１年間の収入 ※（ ）内は２０年度比

市税 ３０億３，４００万円２００万円（－６）基本給
お父さんの給料 地方交付税など各種交付金

８７億７，５１３万円５７９万円（＋１２）諸手当

使用料・手数料、諸収入など
７億３，１３１万円４８万円（－１）お母さんのパート収入

寄付金・財産収入 １億１，３６９万円７万円（±０）その他臨時収入

国庫支出金・県支出金 ２９億３，５９８万円１９４万円（＋１０）親からの援助

市債 １６億９，６８８万円１１２万円（－３）借金

繰越金 １２億２，０３７万円８０万円（＋４３）前年からの残金

繰入金 ５億９，５５５万円３９万円（－１６）預貯金からの引き出し

合 計 １９１億 ２９１万円合 計 １，２５９万円（＋３９）

収 入

■来月へ繰り越すお金（決算歳入歳出差引額）
収入１，２５９万円 － 支出１，２１６万円 ＝４３万円

■預貯金残高（基金積立残高） 約３８４万円
■借金残高（市債残高） 約１，１６８万円

市
の
決
算
額
は
億
単
位
で
あ
る
た
め
、
実
感
が
湧
き

に
く
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

年
度
一
般
会

２１

計
決
算
額
を
給
料
の
年
収
が
２
０
０
万
円
の
家
計
に
置

き
換
え
て
み
ま
し
た
。

一般会計歳出決算額１年間の支出 ※（ ）内は２０年度比

人件費 ３０億８，６０７万円２０３万円（－２）食費

扶助費 １５億６，１６４万円１０３万円（＋９）医療費・子どもの教育費

公債費 ２８億２，７００万円１８６万円（－２０）借金返済

物件費 ２２億８，４３４万円１５１万円（＋１５）光熱水費など

維持補修費 ４億３，０７０万円２８万円（±０）家の手入れや修理

普通建設事業費 ２１億３，０１０万円１４０万円（＋２３）家の増改築や家財道具の
購入

災害復旧事業費 ３，９４７万円３万円（－３６）台風など災害の応急処置

繰出金 １５億９，６６６万円１０５万円（＋１）子どもへの仕送り

補助金等 ２２億２，４２５万円１４７万円（＋２８）自治会費・サークル会費

投資および出資・貸付金 2億３，３８２万円１５万円（＋７）友人に貸したお金

積立金 ２０億４，４３７万円１３５万円（＋５２）貯金

合 計 １９１億 ２９１万円合 計 １，２１6万円（＋７７）

支 出

家
計
簿
に
例
え
る
と

平
成

年
度
一
般
会
計
決
算
額

２１

算額を１カ月の家計簿に置き換えると上の表のようになります。

年間の収入１，２５９万円に対して１，２１６万円の生活費が必要。給料

だけでは、すべての生活費を賄うことができません。景気の低

迷などにより給料などが減っていく中で、食費（人件費）を切り詰めて、

新たな借金が返済額を超えないように、これからも節約しながら快適

な生活を送れるようやりくりをしていきます。

決

はちまんたい広報09

特集 平成２１年度決算

業
規
模
に
対
す
る
資
金
不
足
額
の
割
合
を

示
し
た
数
値
。
市
の
公
営
企
業
は
す
べ
て

黒
字
決
算
で
資
金
不
足
は
な
い
こ
と
か
ら
、

資
金
不
足
比
率
は「
０
％
」に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
５
項
目
の
指
標
は
、
市
財
政
が

今
の
と
こ
ろ
破
た
ん
す
る
心
配
が
な
い
こ

と
を
示
し
ま
し
た
が
、
将
来
的
に
は
、
市

税
収
入
が
減
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、
合
併
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
優

遇
措
置
も
な
く
な
る
こ
と
か
ら
決
し
て
楽

観
視
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
も
一
層
の
経

費
節
減
と
効
率
的
で
無
駄
の
な
い
行
財
政

運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
企
画
総
務
部
財
政
課

（

・
内
線
１
２
３
２
）
ま
で
。

「
実
質
赤
字
比
率
」は
、
標
準
財
政
規
模

（

年
度
＝
１
１
９
億
５
８
３
万
円
）に
対

２１し
て
一
般
会
計
の
赤
字
額
の
割
合
を
示
し

た
数
値
。
前
㌻
ま
で
の
と
お
り
、

年
度

２１

決
算
は
収
入
が
支
出
を
上
回
り
、
繰
越
事

業
を
差
し
引
い
た
４
億
２
３
３
９
万
円
の

実
質
黒
字
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

実
質
赤
字
比
率
は「
０
％
」に
な
り
ま
す
。

標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
、
特
別
会
計

な
ど
市
が
持
つ
す
べ
て
の
会
計
の
収
支
を

合
算
し
て
赤
字
額
の
割
合
を
示
し
た
数
値

が「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」。

年
度
の
特

２１

別
会
計
、
企
業
会
計
の
決
算
状
況
は
上
表

１
の
と
お
り
。
実
質
赤
字
や
資
金
不
足
の

会
計
は
な
い
こ
と
か
ら
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
も「
０
％
」に
な
り
ま
す
。

「
実
質
公
債
費
比
率
」は
、
借
り
た
市
債

の
返
済
の
た
め
の
お
金
や
負
担
を
約
束
し

支 出 額収 入 額会 計 名

３４億２，４６４万円３４億９，８２１万円国民健康保険（事業勘定）

３億 ９７６万円３億３，８９１万円国民健康保険（診療施設勘定）

２億１，９４８万円２億１，９５６万円後期高齢者医療

１，６２５万円１，８２５万円老人保健

６億７，５１６万円７億２，５０９万円公共下水道事業

１２億５，７３３万円１２億５，７６６万円農業集落排水事業

５，１７３万円５，４９３万円浄化槽事業

４億６，９４６万円４億８，４３９万円収益的収支
水道事業

４億９，９２２万円３億 ９８２万円資本的収支

６億９，２４１万円６億９，７４１万円収益的収支
西根病院事業

１億５，９５１万円５，５３４万円資本的収支

■表１ ２１年度特別会計・企業会計の決算状況

1

実
質
赤
字
比
率

収
入
が
支
出
を
上
回
り

一
般
会
計
は
黒
字
計
上

※水道・西根病院企業会計の資本的収支の不足額は、「過年度分損益勘定留

保資金」で補てん

た
経
費（
債
務
負
担
行
為
）に
充
て
る
財
源

が
財
政
規
模
に
対
し
て
ど
の
く
ら
い
の
割

合
を
占
め
て
い
る
か
を
示
し
た
数
値
。
２１

年
度
は
、

年
度
の

・
８
％
か
ら
１
・

２０

１７

２
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ
、

・
６
％
と
な

１６

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
県
内

市
の
平
均

１３

（

・
１
％
）を
わ
ず
か
に
上
回
っ
て
い
ま

１６す
。
こ
の
数
値
は

％
を
超
え
る
と
、
新

１８

た
に
市
債
を
発
行
す
る
と
き
に
県
知
事
の

許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
、
一
般
会
計

の
借
入
金
残
高
だ
け
で
な
く
、
将
来
支
払

う
可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
の
現
時
点
で

の
残
高
の
割
合
を
示
し
た
数
値
が
「
将
来

負
担
比
率
」
。
将
来
市
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
が
わ
か
り
ま
す
。

年
度
の
将
来
負
担
比
率
は

・
４
％
。

２１

６６

こ
れ
は
、
県
内

市
で
最
も
低
い
水
準
と

１３

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
債
な
ど
の
借
入
金
の
残
高
は

表
２
の
と
お
り
。
着
実
に
減
ら
し
て
き
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
な
ど
の
公
営
事
業
の
事

各種指標が示す
市の財政健全度
地方公共団体の財政の健全化に関する

法律（財政健全化法）に基づき、全国の地

方公共団体は、それぞれの財政に関する

５項目の指標を公表しています。２１年度

決算から算出される市財政の指標は、す

べてが健全であることを示しています。

市
の
す
べ
て
の
会
計
を

合
わ
せ
て
も
赤
字
な
し

2

連
結
実
質
赤
字
比
率

行
財
政
改
革
の
効
果
で

１
・
２
ポ
イ
ン
ト
改
善

3

実
質
公
債
費
比
率

積
極
的
な
返
済
を
進
め

市
で
最
も
低
い
水
準

１３

4

将
来
負
担
比
率

市
の
公
営
事
業
５
会
計

資
金
不
足
あ
り
ま
せ
ん

5

資
金
不
足
比
率

合 計その他会計一 般 会 計年度

３６５億１，６８４万円１２７億１，２０２万円２３８億 ４８２万円１５

３６３億３，４７５万円１３５億２，２７７万円２２８億１，１９８万円１６

３６１億９，５００万円１４５億１，６１９万円２１６億７，８８１万円１７

３５６億３，３１２万円１４９億２，９１８万円２０７億 ３９４万円１８

３４４億５，８４３万円１５１億 ９３万円１９３億５，７５０万円１９

３３８億１，２５７万円１５４億７，０９６万円１８３億４，１６１万円２０

３２９億８，２８３万円１５２億５，９７４万円１７７億２，３０９万円２１

■表２ 市債・企業債残高の推移


